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緒言
魚介類の代表的好気性寓敗細菌として， Proteus，Serratia，Pseudomonas，Achromo-
bacter及び Flavobacteri um等が普通挙げられているO そのうちの一つである Flavo-
bacteriumは黄色乃至澄色の色素をもった，無芽胞，グラム陰性の梓菌を総称した菌属名であ
るoBergey et al.はこれらの菌群に対し Flavobacteriumなる名称を附したが， Stewart 
(1932)等は FlavobacterとしているO 本菌属に属する菌種を始めて記載したのは Frankland 
(1889)で，その菌名は Bacillusaquatileで，現在本菌属の typecultureとされてい
るO 一万本菌属は水中細菌の chromogenicbacteriumとして代表的な Achromobacter， 
Serra tia，Pseudomonasと並び祢せられているふ然し水中菌以外で特殊箇所より検出された
菌種もあるO 例えば Schimwell (1936)等の brewer'syeastより糖よりガスを産生すると
ころの Flavo bacteri um proteus，叉抗生物質による菌交代症と関係ある陸内よりの Flavo-
bacteri um sp.をあげる事が出来る0・其の他 halobacteriumとしての菌株も報告されてい
るO 本菌属の記載は古くからあるが，然しその分類学的位置は他の菌属に較べて確立されたの
が近年であるので，系統的分類学は今後更に検討を要する点が多いものと考えるO 然し色素産
生菌としては赤色集落の Serratia，紫色集落の Chromobacter・と共に特徴ある色素産生菌と
して認められ， Topley and Willson (1948)の分類によれば，前二菌属と同様に Chromo-
bacterなる菌属に含まれ，且つ Typecul tureも ChromobacteriumaquatiIeとなって
いるO 一万本菌属の酵素学，非病原細菌としての分布，或は食品関敗に及ぼす影響等に就いて
の研究報告は極めて少し前記各種菌属に比較して遥かにそれらの研究分野で遅れているとい
っても過言でない現況であるO 然し最近 vVa1terand Konezka (1952)等は αConidendrin周 
の bacterialdegradationの研究に Flavobacter旬 m のー菌株を用いた興味ある実験成績
を発表している。
当研究部に於いては食品の魔敗細菌について系統的な研究が続行されて，グラム陰性梓菌群
では既に Escherichia，Aerobacter，Proteus，Serratiaが一応の検討が終了したので，こ
の研究の一環として著者は Flavobacteri um属を担当した。即ち分離，分布，分類，各種食
品に対する鴎敗作用，各種の物理的，化学的抵抗性に関して，比較的多数分離株を用いて実験
を誌みた結果，いさ、か得る所があったので主主にその概要を記して大万の御批判を得たい。
長本研究の要旨は昭和 31年4月第26回日本衛生学会に於て報告した。
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I.菌株の蒐集 かった。 
Flavobacterium属は海水菌として，特に魚類腐 温度: 270C 24時間培養の 1oseを普通プイヨ
4敗に関与する重要細菌として多くの学者によって認 ンに接種して各々 40C，20oC，270C，370C，420Cの瞬
められてしる。著者も魚1r:類を中心として菌株の蒐.卵器に入れて約 2週間その発育状況を観察した。 40
集につとめた。叉少数の菌株は土壌，下水，或は空 
中落下菌として分離した。分離方法は平板塗抹法
〈平板培養基としては普通プイヨン寒天及び 1%葡
萄糖加普通プイヨシ寒天〕を用いた。即ち魚類の内 
臓，或は体表面より 1oseを平板に滴下し，コシラ 
ジ{棒で平等に 3枚法による塗抹を行し、。 270C24 
--48時間好気培養後， 独立集落となっている平板 
より yellow，orangeの集落を掻く釣菌して鏡検
の上，無芽胞，グラム|昏性梓菌で，運動l生のあるも
のは鞭毛が周毛性である事を確め，一応 genus
Fla vobacteri umに含まれる菌種と決定した。然し 
Bergey's manual (1949)の Familyxl sacteria同 
cal Cohnにグラム陰性梓菌で， Yel1ow，orange 
の集落を示す菌種が含まれているが，著者の分離し
た菌株は Cellulose及び agarを利用するものがな
く，叉 Pigmentが watersolubleのものも認め
なかったので、本科に属するものはなかった。叉釣菌
した yellow，orangeの集落は Micrococcus属
に属する球菌類が圧倒的に多<， Flavobacterium 
属と判定し得るものは比較的少かったο結局魚類よ
り54株，下水より 2株 (F11，C 15)， も一りそばよ
り2株 (A3，A 8)，空中落下菌として 1株 (SW)，
合計 59株を分離して以下の実験に供した。以下の
諸実験はすべて特殊な場合を除き 270Cの好気培養
に於いて実験した成績である。 
11. 分離菌株の!I生状 
1. 形態及び培養所見
分離菌株は何れもグラム陰性の中等大の惇菌で，
菌の直経は 0.5~2.0μ のものが大部分で，大きいも
ので1.5--3.0 九小さいもので 0.4~0.9μ であった。
寒天平板上のコロニーは直経 0.5~2.0mm の正円
形で黄色乃至燈色の色素を産生し，周毛性の鞭毛に
よって運動性を有するものは 59株中 10株(16.9%)
であった。普通寒天斜面及び普通プイヨシに於ける
培養所見は共に発育よく 270C24--48時間で良好な
発育又は潤濁を示し，菌苔も各々美しい yellow又
は orangeの色彩，或は菌膜，枕澄を示したものが
多い。 
2. 新陳代謝
酵素: 本菌は好気性であり黄燐燃焼法による嫌
気性培養く270C)では全菌株 48時間で発育を認めな
Cで発育するものは，6日で 8株(13.6%)で， 14 
日ではこの他に 13株 (22.0%)であった。 200Cで
は6日で F101，S 1の2，F 13を除いて全株発育，
2TCでは 48時間で全株発育， 370Cでは， 6日で S
40，F 10，S 36，S 1の2，S 31，S 4の2，S 26を除
いて全株発育した。叉 420Cでは 3株 (S13，F 6， 
S 5のりが 10目で発育を認めたのみで，他は 2週
問遂に混濁を認めなかった。
水素イオシ濃度: 全菌株 59株につし、て観察し
た。即ちペプトン水を塩酸及び苛性加盟にて修正 
し，ガラス電極 pHメ{タ-Columanを用いて 
.4にして滅9，9.0，8.0，5.6ム5，5.0.4，4，4.0をpH
菌後それぞれに菌株を相えて， 270 C 48時間培養に
よって実施した。 pH 9.4で 34 株 (57.6~合)， pH 9.0 
で F45を除き全菌株発育を示した。酸性メヂウム
では pH4.0で全株発育せず， pH 4.4では SW，S 
11，F 11，F 53，F 132が発育， pH 5.0では以上の
他に F101，S 25が発育したに過ぎず， pH 5.4以
上では全菌株失発育した。 
3. 生化学的性状
本検査は伝染病研究所細菌学実習提要，或は 
Manual of Methods for pure Culture Study 
of Bacteriaに従って実施した。
ゼラチン液化: 200Cに於いてゼラチシの液化の
状態を 20日間に豆り観察しJた。液化した菌株は 38
株 (64.4%)にして一般に液化は遅<， 3日で液化が
第 1表ゼラチン液化の菌株 (38株:)の
菌群別に見た形状及ひ守遅速
日 数 l 3目 I10白 [10日以上
込形|一層糸 I，=:層 i一層皿
;..，_ I ~.，_ I ，_ ;，I群時よ¥状
レ敬¥に|状状状|状状|状状状 
n I 1 I 1 

ml1 i1 

VI 411 112 
IX 4 I 2 1 1 
X dり 1 1 
2 2E 7 
4 2 1 l盟 11 
1Xill 7 1 1 
l 238 i 9 3 
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認められるもの 14株 (36.8%)，10目前後で、認めた
もの 16株 (42.2%)，15日以後で認めたものが 8株
(21.0%)であった。液化の形状とその日数を第 1表
に示す。
リトマス牛乳: Difco製のリトマス牛乳を用い 
270C 20日間観察した。変化を認めぬ菌株 25株， 
alkaliになった菌株 11株，酸性を呈した菌株9株，
凝固還元した菌株3株，境問した菌株 10株，還元し
て菱化ない菌株1株であった。
馬令薯発育: 馬令薯の培地に於 L、ては 59株中 9
株(15.0%)，即ち S40，S 14，F 47，S 25，S 5の 
1，S 15，S 5の4，F 113，S 3'が発育せず， S 26， 
S 5の7の2株が判然としない発育であった。発育
したものは各々その菌株持有の色調を帯びた。即ち 
斜面寒天上の色調より一段と鮮明な'色調を示し，斜
面寒天上で黄色色調が判然としない菌株は本培地を
用うることによって，更に明らかに色素産生を確認
することが出来ると考える。
硝酸塩還元試験: 陽性菌株 20株 (34.5%)であ
った。
インド ~)v反応: インドール産生菌株は僅かに 
1株 (S19)に認められたにすぎなし、。本反応陽性
とし、う菌株は Flavo bacter i umでは少ないものと
考えられる。
硫化水素産生: 細菌学実習提要による処方の培
養基を用いた場合には全菌株陰性であったが， 
Bacto Lead acetate Agarによった場合は 7株
(S 19，S 2，S 32，S 31，S 20，F 8，S 5のめに 
陽性の成績を得た。
ウレアーゼ試験: christensens urea agarの
培地を用いた成績では，ウレア{ゼ陽性 3株 (S30， 
S 2の4，S 5ののでその程度は 6時間で赤斐した
もの 1株 (S30)，他の 2株は 12時間で赤愛し， 24 
時間でその色は管底に及んだ。
其の他の性状: acethyl-methyl Carbinolの
産生株 2株 (3.3%)，即ち F132，S 8'であり， 
methyl red反応陽性 6株(10.2%)で、あった。カ
ゼイシ水解陽性 20株 (33.9%)，スターチ水解 16株 
(27.1%)，第一燐酸アンモシ培地の発育は 18株 
(30.5%)に認められ， レブレル血清 (UJ羊血清〉培
地では全菌株共に発育し，その色素の色調は普通寒
天上の集落の色調より鮮明であり，そのうち血清溶
解菌株 34株 (57.6%)であった。山芋血液による溶
血試験は溶血を 42株 (71.2%)に認めたの 
各種糖類の酸及び方、スの産生試験: Basikow培 
地を用いた。糖はすべて 0.5%に添加して， 270C 2 
週間観察した。用いた糖類は glucose， lactose， 
sucrose，maltose，glycerin，xylose，dextrin; 
inulin，salicin，mannit，ra自 nose，cellulose， 
galactose， glycogen， mannose， rhamnose， 
arabinoseにして一般に酸を産生するものでもその 
acidityは slightlyであった。 59株中 20%以上
の菌株で酸を産生する糖類は glucose17株 (SW， 
S 11，F 11，S 19，V 11，S 30，S 215，S 213，S 
32，S 4の2，S 5の3，C 15，S 3'，V 5，V 1，S 5 
の4，F 113)，maltose，glycerin，dextrin，sali-
cin，mannitol，galactose，mannose，arabinose 
であり，多くの菌株によって酸を産生される糖類は
dextrin，mannoseである。 inulin，cel1uloseは
全く~化なく， lactoseは2株， ra白noseは1株
であった。叉糖分解しなし、菌株は 14株即ち F45， 
S 24，S 27，S 40，S 13，F 10，F 53，A 3，A 8， 
S 2，S 31，S 20，S 5の1，S 15であった。
ヒスタミ yの分解: 藤田の実験方法に従って，
ヒスタミシを唯一の CN源とする培地上に於ける
発育の判定により，木菌株のヒスタミン利用を検討
した。 59株のうち 26株上において 48時間で発育を
認めた。 
III. 分離菌株の同定と分類学的者察 
1. 主要生物性状による菌群の分類 
genus Flavobacteriumに属する菌種の分類は 
現在の研究から見て， Achromobacter， Pseudo-
monasと同様に一定の分類規準が確立されていな
し、と考えても差支えない状況である。 Bergey's
manualの 1939年版では speciesが 58菌種あげ
られているが， 1948年版の Bergey'smanualを
基礎として分類を試みたのであるが 1939年版をも
参考にした。 
Bergey's manual (1948) speciesの Keyの分
け方は運動i生，ゼラチ::/， リトマス牛乳，硝酸塩還
元を以って実施されているので，それに従って 17群
に分けた。其の区分とその各々の群に含まれる 
Bergey's manual記載の species及び分離菌株の
分布を示したのが第 2表である。然し 17群に分け
られた性状に正しく分離菌株が一致してし、るとは限
らぬ。 
2. 菌撞の同定
分離菌株の菌種の同定に際しては，顕鏡所見，集
落，馬令薯培地等の所見を重要視した他，特に
Bergey's manual記載菌種のうち特殊な性状を有
__ 
_ 
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第 2表 分離菌株の分離 (Bergey'smanual' 1948) 
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1
. F arbores回 ns I x ISは F6，S 215 
ー ~~~-I----語.F咽 lutescens 1 VT I S. 213，F. 10，A. 3，A. 8， 
，alkali I十 19:Ffucatum inis2の5，F.日， S 5の3 
Is' 2 (F. "esteroaromaticum) 
+ 	 I820(F. esteroaromaticum) 
pept Iー  I20. F. esteroaromaticum 盟 I81，831 (F. cster()aroma: 
I Iticum)，836，F 4，81の2，8 
I I32，8 33，S 4の1，825 
一 ---1--2 「ー一忌τ0)2"， F8~S-百万r;~ロ7， 
acid +|22F.domitatorlA血 |S3仏52の4，85の6I 
ょ;dI I 23.F. ferrugineum Ixwl 
124. F. proteus I x vI K 4，F 132，C 15 
F. balustinum 1.
NC 
25. F. breve，26. F. solare IX VI 
re~~;d 1 1 + 127.F. ，fiavotenue 1X四|
8 15 (F. breve)，8 5，826， 
85の7，F 13，85の4，SV1， 
83'，88'，F 113，F 115，K8， 
V5，S4 
持淡水由来，韓海水由来， X Bergey's manual 1939年版記載の菌種
するものはその点に留意した。然し Bergey's
manual (1948)では性状の記載が大まかである菌
種については，種々の性状にそれ程重点をおかずに
同定を試みた。向同定しえなかった菌種は特殊菌株
を除き皆同定不能菌株として記載することにした。
第E群: 分離菌 F45はl略 F.rigenseと同定
される諸性状で、あった。
第m群: 8W株は F.devoransと一致する性 
状を示した。木菌種は Zimmermanの記較では
no growthであるも， Bergey et al.の記載:では
発育するとなっていることから， 8W株は後者の菌 
種であると考えられる。
第1lI，百群は由来によって，二大別されているの
であって，前者は freshwater，後者は sea-water 
となってし、る。特に第百群は ZobeU等が海水菌の
分類研究によって見出された 4菌種が記載されてお
り，海水菌として特徴を有する菌種である。この菌
群に属するものは 59株の中 1株も認められなかっ
た。
第V群: 本群に属する分離菌株は 819，8 11， 
F 11，8 1?の4株である。 S19は F.suaveolens 
と略一致した。 F11，8 11の2株は同一性状菌で， 
共に F.rhenanusと同定されたo 817は F.rhe-
nanusと近類似の性状を有する点が多いも，集落の
大きさ及び色調，ブイヨンの発育所見，発育温度等
に差異が認められたので Flavobacterium sp 8 
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17とした。
第四群: 分離菌株は S24，V 11である。本菌
群に属する Bergey'smanual記載菌は F.invi・
sible (Vaughan)であるも，馬令薯の発育所見が分
離菌と全く異ってし、る。然し 1939年版の Bergey's 
manualでは F.butyri，F. stolanatum，F.自a-
vescens及び上記菌種の 4菌種である。 Vl1はこ
の菌種のうちの F.sto1anatum (AdaIneめと略一
致し， S 24は集落の色調が柏異るも F.fiavescdns 
と一致する菌株で、あった。
第班群: 分離菌株は F101，S 27であって両菌 
株は同一性状を示した。本菌群の Bergey'smanual 
の記載菌は F.lactisであるも， key の性状は同~ 
なるも他の点で全く異るので両菌株は Flavobac・
terium sp F 101とした。その主要性状を次に示 
す。 
1.10Flavobacerium sp. F 
rods; 0.4by 2.2 microns moti1e 
agar slant; yellowish smooth 
agar colonie; circular entire convex yellow-
ish orange 
broth; turbid with yellow-gray sediment 
gelatin stab; sIimy surface growth on lique-
faction 
litmus milk; slightly acid pH 6.2 peptonized 
potato; thick yel1ow-brown glistening 
indol; not formed 
nitrites: not produced from nitrates 
lo田erserum; yellow-orange liquefied 
dose not fer・mentfrom carbohydrate，starch 
not hydrolyzed 
H 2S; not formed 
optimum temperature 270C 
source; isolated from f:ish 
第広群: 分離菌は S40，S 6，S 10，S 14です
べて海産魚類から分離した菌株である。 Bergey's 
manual記載菌は F.sewanense (kalantariaの
であって木菌種の特徴は茨酸カルシウムの結晶の形
成であるも分離菌にはそに性状が認められぬ。
4菌株共に各々相異する性状を示したので， Flavo-
bacterium sp. S 40，S 6，S 10及び S14とした。 
第豆群: 分離菌株は S13，F 6，S 215である 
が，3株共に Bergey'smanual記載の F.arbo・ 
rescensと種々の点で相違した。これらの 3株はい 
では F.lutescens，F. fucatumが記載されてい
るが，分離菌株のいづれも同一性状を示さなかった。
第X!I群: 分離菌株は S2，S 20，S 31 (以上同 
一菌)， S 32，S 1の2，S 4の1(以上同一菌)， S 
1，S 36，S 33 (以上同一菌)， F 4，S 25の11株で 
ある。 S2，S 20，S 31は F.esteroaromaticum 
fこ一致するが，他の菌株は Bergey'smanual記載
菌と一致する性状を示さなかった。
第 xm群: 本菌群に属する分離菌株は F8，S 2 
の4 C以上同一菌)， S 5の 1，F 47 C以上同一菌)，
S 4の2，S 30，S 5の6の7株である。木菌群に胃
する Ber伊 y'smanual記載の菌種は F.balusti・
num，F. domitatorのご菌種であるが，分離菌株
はし、づれもこの菌種と性状を異にした。 
Bergey's manual記設菌，或は Zobellの記載
菌に於L、ても Flavobacteriumに於いて urease
が陽性とし、う菌窪は認められていないが，分離菌株
のS4の2，S 30，S 5の6はいづれも urease陽
性であった。特に S30は ureaseの作用が強く 
christensens urea agar で 2んまで 6 時間で赤~
を示した。 ureaseが強<，叉従来の記載菌とその
性状を異にするので Flavobacter匂 m urea Nov. 
sp.とした。その性状を記童文すると次の如くである。 
S 30 (Flavobacterium urea nov. sp.) 
rods; 0.6 to 1.5 by 2.0 to 2.5 microns 
moti1e; non-motile 
gram; negative 
gelatin:; slow-liquefaction 
agar colonie; circular convex entire gliste・ 
ning yel1ow-white 
broth; turbid pellicle formed with yellow-
white sediment 
litmus milk; unchanged 
potato; yel10w thick glistening raised growth 
c81'bohydrate; acid from glucose，glycerin 
and xylose 
indol 
urease 十件 
CaSell1 
lo田erserum 十
starch 
H"S 
2 
KN03 
V. P 
M. R 
泊出hh
づれも Flavobactel'・iumsp. S 13，F 6，S 215と 、γ
-e dot mJhusy eh
m n n e o x y Au e
A
aerobic; 
+ 十  
した。 facultive 
第E群: 分離菌株は S213，F 10，S 2の 5，F optinum temprature; 20~370C 
53，A 3，A 8，S 5の3であるが， Bergey'smanual source; :fish 
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第 XV，XV1群: 両群は運動性がな L、 ゼラチp
y非液化，牛乳の菱化なしという点で共通L，その 
差異は硝酸塩還元試験である。分離菌株には午乳の
所見が nochangeでない菌株もあることから， 17 
叫… 仁…一一示杢iιikl 一ぷ01 孟竺竺竺巴竺!竺り!竺出リ記?一[匝[反 s
J己ユ」ヒ土巴竺川I I 41 F 13，
ωOい旬一 + K82 I I IS8' V5S4，， ，噌，1 ，
1--1
_ 
I 訂正吾扇三百♂一I円 -
_J-一二」一一一一一 IS3':F113S5 4の，
alkali4 S5， 
5 + !V1Ireduced 
1 XV K型; この型が 群に相当するのであって
4F 132C 15 Agarcolonies: (同一性状菌〉は， ， 
circular flatt entire translucentorange， ， ， 
0sucrose glycerol Optinum tempereture 37C， 
であった。
so]areに近い菌種と推定された。
F.breve発育しない点で とその性状は一致してい
S15る。 は略本菌種と一致した性状であった。他
gelatin slant S 26 の菌は発育は で発育がよく，，
k
株の分離菌株を牛乳の所見，硝酸塩還元試験，馬令
薯の発育有無で分けると次に示す第 3表の如くな
る。
第 3表 17株の主要性状
臼叫 
ICl1angear J 
+ IFは F115 
alkali 
Potato: yellow brown，Acid from glucose 
2型; XV1群に相当する-菌型である。馬令薯の
所見より F.solareと上記所見では一致してしる。 
F. 801areは集落の性状が arborescentと記載さ
れてし、るが，分離4菌株はし、ずれも orange echi-
nulateであり，叉菌体も本菌種より大である。叉
Brothが clearであるが， 4株共に潤濁を来す。
馬令薯の発育は orangeで brown の色調がな
い。然し他の記載の性状は略一致してし、るので， F. 
3型; XV1群に相当する菌型である。馬令薯の 
のみは whitesedimentを認めるが他にはない。
lo田町 bloodserumの色調は F. breveでは
light gray colorであるが，この色調は S26，S 5 
の7，S 3'に認めたが，他の 2株は yeJllow又は
orangeであった。 S15は糖より酸を産生しない
が，他の菌株は二，三の糖より酸を産生してしる。
4型， 5型; この様な牛乳の所見を呈する菌種は
1939年の Bergey'smanualに F.marisが記載
されているが，いずれも所見が異る性状を示した。
IV. 単独接種による腐敗実験

実験方法と使用食品

蒐集菌株が如何なる食品に対してどの程度の腐敗
力を有するかを基礎的に研究する為，一定条件下に
腐敗実験を実施した。実験に供した食品は動物性食
品として鮪，鯵， ¥，、か，蛤，生鯉，牛肉，煉製品を
用い，植物性食品として米飯，大豆をえらんだ。
実験方法は中島(三)，小笠原，福原等が各菌属に
ついて実験した方法と同様であるので，その詳細は
省略する。大試験管にスれた各資料・に被検菌 59株
を移植し 270C府卵器に入れ，一定時間毎に官能検
査及び pHによって腐敗力を検査した。その食品特
有の匂が消失して Flavobacterium特有の臭気が
発し始めた場合+，食品が柔くなり臭気が進んだ場
合十十，高度の腐敗臭を呈し肉質の~化が認められた
場合を叶とした。
実験成績 
上述の如く各々の菌群に含まれる菌株は必ずしも 
性状が一致していないので，菌群別に腐敗作用の状
況を検討することは比較的意義が少いものと考えら
れる。其の為に 59株の腐敗力の差異の状況を検討
することに重点を置いた。
動物性食品
鮪: 脂肪の少い肉質を以って実験した。起始
pH5.8であった。腐敗進行程度の差異は 2日自に 
十が 14株， 3日目 pHが6.4以下が 47株 pH7.6以
上はなかったが， 5日日十が 21株， 7日日+が 26 
株となり， 9日目十が 19株，件が 26株，怖が 11 
株となり， pH 6.4以下 61朱， pH 7.6以上 24株で
あった。全般的に pHの上昇と腐敗臭の程度は一致 
L，殊に色素産生の強い菌株程腐敗臭が強かった。 
F45，F 11，F 8，S 4の2，S 5の3は腐敗力強く， 
9日日 pH 8 .4 ~8.6 を示したのに反 L ， S 19，S 2， 
S 5の 1，S 5の6，C 15，F 113は9日目 PH6.4 
~6.8 で腐敗臭もあまり強くなかった。
菌群別に見た腐敗力の検討を煮鮪に就て試みた成
績を第4表として示す。この様に或菌群に属する菌 
株が特に強い腐敗作用があるとは考えられぬ。即ち 
動物性食品の構成する基活合窒素化合物に対する菌
株の有する|酵素の相違，或はその作用の活性度の差 
異に基くものであることから，同一菌種間に於ける
腐敗力の差異の比較検討は興味があるが，木菌株の 
菌群日Ijの上七較は先に述べた如く昔、味は少いものであ 
ることが判明した。
鯵: 新鮮な鯵 90g大のものを求め，皮をむいて
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群 i誌-+#卜十日卜十日 
E 1 100 
m 1 1 0 0 
V 4 3 1 0 
2VlI 110 
国 2 200 
IX 4 301 
X 3 2 1 0 
E 7 520 
盟 11 524 
xm 7 412 
120 
X V1i 14 10 4 0 
計!59 1 38 14 
001010 010 
121011012 
110010110 
200010110 
2 1 1 0 003 1 
2 1 0 0 012 0 
2 3 2 0 o 1 4 2 
424 1 1 244 
3 2 2 0 122 2 
1 200 o 2 1 0 
7 700 o 9.5 0 
7 j27 21 10 1 1 3 19 26 11 
用いた。起始 pH5.8で、あったが，鮪に比較して腐
敗力が早かったが， 5日目 pH7.8以上に達した菌株
はなく， 7日目 9株を認め， 9日目 19株を認めたο
腐敗状況としては色素産生菌株は各々の色素を産生
して，その菌が食品の全表面に発育するころ融解し
はじめ，菌体が中心部に侵入すると共に腐敗も進
み，色素産生株は 35株に及び，融解の度も色素産
生菌株が強かった。前記鮪に於いては pHの上昇と
腐敗が略平行したが，鯵の場合は pHの上昇が差程
でなくても腐敗が進行した菌株が多かった。即ち F
45，F 11，S 10，F 10，F 4，S 5の3，F 8は9日
いて十時を示した。第四群中の F101，S27は融解
認められず， pHの消長も 9目白 6.4で臭気のみが
認められた。
蛤: 4~5cm大の蛤を求め殻より出して水洗.し
実験に供した。起始 pH6.2であったが， 2日目よ
り上昇し， 9日目 59株中 51株が pH8.2以上にな
り悪臭を呈L融解した。臭気は大体2日目より始ま
り7日目最高に達した。 S24が 3日目より糊臭を
発し， 5日目 pH下降し，融解し始め 9日目 pH5.8 
となり完全に融解した。'叉 S6も7日目 pH5.8に
下降し， ドプ臭を呈し色素産生して 9日目腐敗は最
高に達した。これら菌株の腐敗は特に他食品に対す
るものと異った所見である。全般的に他食品に比し
て全菌株腐敗甚しく， F 45，SW，S 20，S 15の pH
の菱化を第 1図に示す。
第 1図蛤の実験腐敗…代表菌株の 
pH の~動 (27 0C) 
9.0ιpH 
S 15 
6.0 
3 5 7 
生鯉: 鯉の肉質を無菌的に切取り滅菌生理的食
臼」  
9 
目pH 8 .4~8.6，腐敗臭十社であったが， S 31，S 36， 塩水で洗った後，少量の滅菌生理的食塩水を加えた 
F 47はpH 6.6~7.0 で腐敗臭十件を示した。腐敗力
の弱し、菌株としては S27，S 2の5，S 4の1が挙
げられ pHも6.4--6.8であった。
し、か: 外套膜を使用した。起始 pH6.2であっ
た。 9白目全菌株腐敗臭を発し，殊に第E群に属す
る全菌株が腐敗力強く， 5日目に於いて pH8.2以
上に達し悪臭を呈した。色素産生は外套膜が白色の
為，美しい黄叉は燈色が判然と現われ， 24時間で
11株， 3日日 35株， 9日目 48株に認められた。肉
質の融解も可成り認められ， 5日目噴から柔かくな
り， 9日目で完全に融解状態になった菌株があった。
即ち F45，F 11，F 47，S 1，S 213，F 8等であ
る。 pHは24時間では全菌株安化なく， 3日目で
pH 7.6以上になった菌株 12株で， 9日目に至り
pH 7.6以上が 38株であった。腐敗力も 34株に於
玉付大試験管にスれ，菌を接種して実験を行った。 2
日目， 9日自に雑菌混入なき事を平板分離培養によ
り確認した。起始 pH6.6で、あったが， 3日目より急
速に上昇傾向を示L，菌株によっては色素産生し腐
敗臭甚しかった。菌群中に於いて色素産生の弱し、菌
株は腐敗力も弱かった。臭気は 5日目で全菌株悪臭
を発し， 5日目 pH7.0以下の株は 2株のみで， 3目
目pH7.8以上のものが11株であり，腐敗力も 7日 
目+が 11株，件が 11株，冊が 37株， 9日百十
株に達した。他食品に於39株，十件が13+卜株，7が
いては差程の腐敗力を示さない菌株で生鯉には特に
強い腐敗力を示したものがあった。即ち S27，S 1 
の2，S 30，F 113等で、あった。 
煉製品: 板付かまぼこを使用した。起始 pH6.8 
であったが， 3日目全菌株 29株 (50%)が pH6.8 
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以下に一時下降し，漸次上昇して 9日日で大部分の 
菌株が alkali側に傾いた。腐敗臭は 5日目で全菌
株明らかに悪臭を発した。色素産生も早い株は 2日 
目より産生し， 9目でそれぞれその菌株特有の色素 
を産生した。 S24，S 6，F 6，S 2の5，S 213，S 
5，S 26，S 5の4，S 8'の菌株は酸性に傾き pH5.8 
--6.6で腐敗力叫であった。叉腐敗力の弱し、菌株は
S 32，S 5の 1，F 113，F 115，V 5，S 4の7株で
あった。
牛肉: 健，結合組織，脂肪分の少い上肉を選び
高圧滅菌して用いた。起始pH5;8で他食品の如< 
一定時間に急激に pHの上昇下降を認めず，一般に
肉質表面に汗をかいてくると同時に色素産生し融解
しはじめ， 日を追って漸次 alkaliに移行し， 全菌
株 59株中 35株 (59.3%)が9日目 pH7.8以上にな
った。 F101，S 27，S 40，S 2，S 32，S 4の1，S 
2の4，S 30，S 15，S 26は腐敗弱<pHは6.2--6.6
であった。 pHの上昇が早いもの程腐敗が早〈色素
産生が早いもの程 pHの上昇が早かった。
米飯: 白米を一度炊いて前記の如くして高圧滅
菌した。起始 pH6.6で3日目 pH6.6以下に下降
したものが 15株あった。 9日目 alkaliに移行した
ものは 16 株で，他は~化ないが，叉は酸性に傾き~
敗を起した。腐敗臭は alkaliに傾き pH7.8以上，
或は酸性に傾き pH6.4以下の場合特に悪臭を放ち，
色素産生の強い菌株に甚しかった。同一菌群中に於
いても菌株によって差異があり， X群中の S13は 
24時間 pH梢上昇し， 5日目測黄色色素産生し，具
臭を認め， pH 7.6に上昇し， 9回目 pH8.2に上昇
し，腐敗力十件を示したのに反し， S 215は24-時聞
で樫色色素産生， 2日日異臭甚しく， 3回目 pH6.2 
に下降し， 5日目黒臭を認め軟壊し， 9日目 pH与.6
--5.8となり完全に融解し高度の腐敗臭を認めた。
大豆: 起始pH5.8で3日目迄殆んど愛化なく，
5日目に至り，色素産生が判然して Flavobacteri-
um特有の臭気を発じたものが 15株であった。ー
般に色素産生状況は他食品に比較して悪かった。 7 
日目腐敗力十が 14株，十ト 9株，時 7株で， 9日目 
十 13株，廿 10株， 十件 14 株で，~化なきもの 22 
株で、あった。 pHも7.6以上になった株は 13株で，
/ 
ノ 
は4株であり，それらは腐敗臭を認めず， Flavo-
bacteriumは大豆に対しては腐敗力が弱し、様であ
る。代表的菌株の pHの移行を第 2図に示した。
第 2図大豆の実験腐敗…代表的菌株の 
pH の~動 (270C)
 
9.0~pll 

S 1 -FF 
pH各々腐敗力も強かった。 5.8以下になった菌株
/ 
8.0f-
7.0 
r 
/
6.0 / 
/ 
ー-~ 
5.0 
日 
i 5 7 9 
以上個々の食品の腐敗力に就いて述べたが，この
成績の総括的な検討を試みた。 59株の各種食品に就
いての腐敗力の進行状況を逐目的に見たのが第5義
である。食品によって腐敗力を有する菌株数の差異
が認められた。即ち煮鮪，煮鯵に比して，煮いか，
第 5表 分離菌 59株の食品別腐敗力の状況
日 I 1 I 3 i 5 ! 7 ! 9 
よお慰き+-tt掛|十件朴(十件世|十件叶 l十件朴。。。 14 8 。21 9 1 20 25 1119 11 11鰭‘ 。。。 26L、 か 14 9 7 10 15 343 1 29 11 5。。。 26 。。 34 8 G 16 13 30 11 24 23鯵 。2 。。 13 11 11 9 19 20 2 5713 15 25蛤 
11 。。13 14 14 3 10 46 7 13 3911 12 31生 鯉 。。 15 。 29 11 7 5 13 373 5 22 141牛 肉 
2 。。 17 8 8 10 14 3516 12 26 11 11 37煉製品 
3 。。 10 10 5 19 24 6 18 14 1418 8 9米 。。。 。。 13 。306 18 4 13 10 145大 旦
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蛤，牛肉等は腐敗が速かな菌株が多L、。例えば 5日
目の場合，前者は-It十の腐敗を示す菌株が鮪で 1株
にも拘らず，後者ではいかの 5株から蛤の 25株で
ある。叉鮮魚肉は 1例であるも加熱処理した魚肉よ
り腐敗が速かである。動物性蛋白質に澱粉が加えら
れた煉製品では鮪，鯵より腐敗を起させる菌株が多
い。植物性食品では動物性食品と異る態度が見られ
る。 9日目叶の食品別の腐敗を示す菌株率を強いJI民
によって示すと蛤 (96.6%)，生鯉 (66.1%)，牛肉 
(62.7%)，煉製品 (59.3%)，し、か (57.6%)，鯵 (38.9
%)，米 (23.7%)，大豆 (23.7%)，鮪(1 8.6%)で
あった。
実験に供した動物性食品の多〈に腐敗作用が強い
菌株はE群の F45，V群の F11，IX群の S10，豆
群の F6，S13，xl群の A 3，S213，F 10，S2の
5，XI群の F4，S31，S20，S36，xm群の F8，F 
47，S4の2，XV群の K 4，XV1群の S8'，S5の 
4等であった。植物性食品では F11，S 10，F 4，S 
31，S20，S2，S8'等である。両食品を通じてはF
11，S10，F 6，S13，F 4，S31，S20，S2，S8' 
等である。このうち代表的菌株 F11である F.
rhenanusについての各種食品の pHの消長を一括
第 6表ゼラチナ{ゼと腐敗力の関係
ゼラチシ|液化 38 株|非液化 21株
草川弱市川喜一

鮪 
動 し、ヵ、 
物 鯵 
性 蛤 
食 生鯉 
日口口 牛肉 
板付
甘
 
14 36.8 5 
23 60.5 2 
16 42.1 5 
36 97.1 1 
29 76.3 2 
26 68.4 6 
22 57.9 
17 2十
2 
大豆 10 26.3 I7 
。。 3 14.313.2 
5.3 11 52.4 4 19.0 
13.2 1 4.6 5 23.8 
2.6 18 85.7 2 9.5 
5.3 6 28.6 3 14.3 
15.8 1047615238 
5.3 9 42.9 i 5 23.8 
2 9.5 13 61.931.5 
18.4 3 14.3 4 19.0 
差異が認められた。叉逆に腐敗力の弱し、菌株の分布 
はゼラチン非液化群に多し、傾向が認められた。 
v. 実験的腐敗に起る化学的変化の追跡 
揮発性塩基性窒素量と pH の~動及びペーパー
グロマトグラムによる分析 
Flavobacteriumは菌株によって腐敗力に著し
い差異があることが判明したので， NH3-N量及び 
ペーバークロマトグラフィー等の分析注により，そ
して示すと第3図の如くである。一方腐敗力の弱L、 の官能検査及び pHの斐動と共に検討を実施した。
菌株は S24，F 101，S27，S5の6，S5の_1，C 
15，F 113，F 115等である。
第 3図各種食品別にみた Fll株の 
pH の~事~ (270C) 
;i.O 
eA船ーキ噛+岨ー伊四ー+~尋MM+ωー4a姶鮪鯵板牛生付肉鰹
ーーーー -t、力、 
3 5 7 
日 
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向之等の菌株についてゼラチシ陽性菌株と陰性菌
株とに於ける腐敗力の差異は当然考えられる問題で
あるので，それと各種食品との関係を第 6表として
示す。各種食品別に多少の差異があるが，煉製品，
蛤を除きゼラチシ液化群では一般に腐敗力が強い菌
株が多く存在してし、る。特に鮪，鯵等では顕著なる
全菌株について実施する事は困難であるので，代表 
的菌株を選訳して，生ひらめ及び煮鮪を用いて実験 
に供した。
生ひらめ: 築地市場活魚部より生ひらめ 450匁
大のものを求め，解、菌箱中にて無菌的に肉質を切り
取って生鯉の場合と同様に処理して細切した肉約 
50 gを高さ 6cm直径 8cmのシャーレ中に入れた。
(このシャーレは小穴のあるステイシレス金属板台
をスれて滅菌してあるもの〉。 そして金属板台下に
減菌生理的食塩水少量を入れて湿度を充分に保持さ
せた。予め作った被検菌株菌浮遊液 (F45，S 11， 
F10，S 20)を生ひらめ全表面に亘る様ふりかけ， 
270C 購卵器に入れ 24時間， 48時間について検討し
た。起始pH6.2，NH3-N量 2;8mg%である。そ
の成績は第4図の如きである。臭気は 24時間で異
臭，悪臭を発するも， NH3-N量は増加少く， S 20 
を除けば何れの菌株もすべて 10mg%の範囲であ
った。 48時間で pHは上昇し，肉質軟壊し色素産
生するが， NH3-N量は S20が 50.6mg%を示し
た他は 3株共30mg%以内に止ってし、た。
煮鮪: 脂肪，筋膜の少し、肉を 1cm3大に切り高
圧滅菌して用いた。生ひらめと同様容器を用いた
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一定量の NH3-N量にしか達しないとし、う事は興、
味がある。
5OINH，-N盤 ペーパーグロマトグラムに就いては前記実験中に
mg% 
40 於いて NH3-N量測定の際に用いたサン7。ルの一
30 、部の一定量を穏紙(東洋穏紙 No.50)に附着せしめ
20 て実験した。溶媒はプタノ{ノL酢酸 (4:1: 2)で展
.開1..:，ニシヒドリンで、発色せしめて，アミノ酸の検
出を試みた。即ち煮鮪の場合はグルタミン酸，アル
ギ、ニユ/，シスチ Y，トPプトフアシ，フェニールア
!pH臭色軟 IpH臭色 軟 
が，大シャーレ中には金属板の代りに小型γャーレ ある。即ち生じたアミノ酸を更に利用している事が
を入れ，周りに生理的食塩水を少量スれ，鮪を入れ うかどわれる。
た高圧滅菌コルベシ中にて菌液 (F11，S 19，S 10，・ VI. 熱抵抗，砂糖，食塩の抵抗性 
S 1，S 31，S 15)とまぜ小型シヤ{レに注L、だ。 熱抵抗: 蒐集した全菌株 59株をプイヨン 270C 
生ひらめ同様， 24時間， 48時間について検討した。 24時間培養したものを 1菌株につき各 5列っくり，ー
その成績は第5図に示す如く起始pHは6.2，NH3 その培養したま与の試験管を 510C5分， 30分， 600 
-N量は4.2mg%であった。この際植えた菌はし、 C 20分， 30分， 700C 5分宛恒温槽で加熱し，急冷
づれも充分なる発育を示して 1信、jg以上の存在で 却してその 3ose宛を新しいプイヨシに植え， 270C 
あった。との事を考えると，生肉の場合は蛋白質の 48時間培養し観察した。 700C5分では発育する株
分解がこの菌属では一般に速であるが，加熱された はなく， 600C 20分， 30分ではわずかに各々 2株 
場合の凝固蛋白質に対しこの分解力は5弘、傾向が認 (A 3，Aめが発育した丈であった。又 550C5分で
められた。この事は前記の多数菌株の官能検査成績 は 14株 (23.7%)にして， 550 C30分では 5株 (8.5
でも傾向が認められる所である。特に 48時間では %)，即ち A8，A 3，S 15，S 26，S 5の4に過ぎ
第 5図 フラボパグテリウムの代表的菌株の煮鮪の なかった。 55
0Cの温度で死被する菌株が圧倒的に
実験的腐敗 (NH3-N量， pH及び官能検査成績〉 多いことから木菌属は熱抵抗が弱L、といえる。
3D，
NH3-N量 砂糖，食塩: 蒐集した全菌株 59株につし、て砂
.F 45 
S 11 
F 10 
S 20 
菌接種せず 
。
 
F11 
S 19 
S 10 
S 1 
S 31 
S 15 
+十十十 
Sl5 糖，食塩に対する耐性を検討して見た。普通プイヨ
S10 
S31 ンに砂糧及び食塩を各々の濃度になる様に投入し高
S1 圧誠菌した。そしてプイヨシ 270C24時間培養したF1 
S 19 菌液 1白金耳宛植え， 27
0C 20目間観察した。その
成績を第7表に示す。即ち砂糖に於いては 10%含
有量で全株発育し， 20%，30%含有量では大体 60%
24 
発育し;40%含有量では 33.8%と低下し， 50%含
自
フt
色前ごTZ臭色軟 有量では 11.99るしか発育しなかった。IE 
6.4 + 
6.4 6.6 
6.2 6.6 + 
第7表熊糖及び食塩に対する抵抗性(発育菌株数〉
糖及び塩下康 糖| 食塩
6.6 6.6+ XFぎ戸ふ 3040 50 [ 2 3 5 7 106.2 6.6 
59 0 十6.6 -H- 7.8 十 j59 37 33 23 7 )59 30 20 6 
6.4+ト一一 
6.6 +一一 
6.4 +一一 
7.4+十寅一 
6.2一一一 
ラニシと推定されるスポットが出現し，鮮魚のひら
7.6叶黄白グズーレ めではヴァリ Y，チロシシ，sアラニ Y，グリシ
7.2 -j十一 柔 ン， グルタミン酸等が相当するスポットが認められ
7.2十|十黄白グズレ 
た。上記の所見では 48時間では 24時間の際より異
8.2俳陸 柔
6.4一一 
るアミノ酸が出現し，叉 24時間で認められたアミ
ノ酸が分解されてそのスポットが認められぬ菌株も
見埼
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誌医
食塩濃度の発育に及ぼす影響は 2%では全菌株が Aureomycinでは比較的著明に抵抗性が現われ 1r 
発育するが， 3%では 30株 (50.8%)，5%では 20 /ceでは 59株中 54株 (89.8%)が発育したが， 25 
株 (33.9%)，7%では僅かに 7株(11.9%)の発育 r/ccでは 13株 (22.0%)，50 r/ccでは 8株(13.6
を認めた。 10%では全菌株発育しなかった。 %)が発育を見，他は阻止された。
VII. 各種抗生物質及び防腐剤 防腐剤: 実験に供した防腐剤とブラシ誘導体は
に対する抵抗性 デ、ハイドロに酢酸 (D.H. A)，ソルピン酸 (S.A) 
腐敗菌としての Flavobacteriumの増殖防止と Furacin (5-nitro-2 fural dehyde semicarba-
いう事を考え，各種抗生物質及び防腐剤を用いてそ zone)，Z-furan (5-nitro-2 furylacrylic amid) 
の抵抗性を検討した。実験方法は pH7.0の普通寒 である。その成績を第 9表に示す。 D.H. A.では 
天を用いて，平板寒天中に夫々の濃度になる様に抗 500倍で阻止されぬ菌株は 9株(15.3%)であ'り， 
生物質，又は防「民-剤を含有する様にして Agar 4000倍でも 50株が発育した。 S.A.では 500倍で
streak Methodで実験を行った。 270C 24時間及 全株阻止， 1000倍では 58株が阻止され， 2000倍で
び 48時間培養後判定した。 は30株が阻止された。叉 4000倍では S40を除き
抗生物質: Penicillin，Streptomycin，Chlo聞 他の 58株が発育した。即ち S.A.はD.H.A.に比
romycetin，Aureomycinにつし、ての感受性の成 して Flavobacterium対して発育阻止作用がある
績は第8表の如くである。即ち Penicillinに於し、 事がし、える。 Furacinは3万倍で全株阻止され， 5 
ては 25r/ccで全菌株の発育を認めたが， 50 r/cc 万倍で 11株， 10万倍で 8株， 20万倍で 3株， 40万
では 22株 (40:7%)，100 r/ccで 11株 (22.0%)の 倍で 1株が阻止され比較的強い事が認められた。 Z-
発育であった。 Streptmycinに於いては 10 r/cc furanは 1950年上野製薬に於いて合成された Fu-
濃度で発育しない菌株は 3株 (5.1%)，50 r/ccでは racinより抗菌力が強いという事が報告されている
34株 (57.3%)が発育し， 100 r/ccでは 20株 (33.9 が，著者の成績でも 3万倍で 48i朱， 5万倍で 45株， 
%)が発育を見た。 Chloromycetinでは 1 r/ccで 10万倍で 39株が阻止されるとし、う成績が得られ， 
発育しないのが 13株 (22.0%)，25 rfccで 34株 Flavobacteriumは Z-furan~こ対しては抵抗性が
(57.3%)， 50 r/ccで 38株 (64.4%)であった。 弱し、とし、う結果が得られた。
第 8表 各種抗生物質の発育阻止像(発育菌株数〉
59 
Streptomycin 
50 100 251010.1 
203438435659 
Chloromycetin 
5025101 
21253046 
Aureomycin 
5025101 
8132154 
Penicillin 
50 10025 
112259 
第 9表 防腐剤の発育阻止像(発育菌株数〉
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マウス腹腔内注射試験

全菌株 59株を普通斜面寒天に 270C48時間培養
したものの菌苔を秤量し， 2 mg/ccの菌懸濁液をつ
〈り，その1.0mg，0.5 mgにつきマウス(体重 14-
16g)腹腔内に各濃度 3匹宛注射して毒力を検討し
た。 48時間迄の観察を実施したが，いずれの場合も
マウスを第死せしめる菌株を認めなかった。 
者案 
Flavobacterium属は所謂 saprophytes とし 
て自然界に広く存在する細菌と一般に称せられてお
り，特にその集落は yellow-orange色素を有する
事から容易に平板上で他の菌属と区別がつき易し、。
叉木菌胃の多くの菌種は水中細菌としての存在が最
も特徴であって，海水，淡水産魚類から多く分離さ
れている。其の点を考慮して著者は分離試料を魚介
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類に求めたのであって，その分離平板上に出現する 
yel1ow-orangeの集落を鈎菌して検索したところ， 
この多くは Micrococcus屑にして Flavobacte-
riumは意外に少なし、分布を示してし、た。魚介類に
於ける本菌屑の分布に関しての文献的な考察を試み
ても， Stewartは Northseaの haddockfresh 
slime (1932)より 11.0%，1934年同様な実験で 20
%， Fellerの2例の Salmonの室温放置検体では
20.6%，11.7%，Shewanの haddockの各種条件 
下の出現率は 0%，その他の二，去の文献でも最高
25.0%より最低1.0%の範囲で，出現菌の圧倒的位
置を占めるものは Achromobacter屑であると記 
載されてしる。本邦小田の宮水の研究で、も同様な成
績である。著者の実験からも同様な結果が示され
た。
本菌属は先に述べた如<， yellow，orangeの 
chromogenic bacteriaである為に早くよりその存 
在が認められていたにも拘らず，分類学的な位置は
それ程釈然としておらず， Flavobacteriumなる名
称は始めゼ 1932年 Bergeyet a1.により記載さ
れ，叉 Stewart (1936)によって Flavobacter
として一括されたのであった。その為に chromo-
genic bacteriaとしての意義が強く認められ， 
Tanner (1937)の Bacteriologyの成書に記載さ
れてし、る分類 (Bargey's modi五cation of the 
Committee of the S. A.B.)では FamiIyIV 
Bacteriaceae cohn 1872，Tribe 1 chromobac・ 
terium committee S. A. B. のー属となって， 
Serratia bizio，Chromobacterium bergonizini， 
Pseudomonas migulaと同一 Tribeの中の菌属
となっている。又 Topley (1948)の分類、では 
genus Chromobacteriumの中に含められていて，
即ち red，violet，yelIowの pigmentproc1uction 
の菌種が一括されて， Chromobacteriumなる名称 
で Flavobacteriumが存在し為に typeculture 
の Bacil1us aquati1e も Chromobacterium 
aquatileとなっている οBergey'smanual (1939) 
では Fami1y Bacteriaceae Cohnのうちに含ま 
れて Achromobacter と共に本菌簡がー菌冒とし 
て設けられて，記載されている speciesは 58菌種
の多くであるが，性状の記載が不充分な菌種も可成
り存在してし品。 1948年版では Alkaligenes属，
Achromobacter 属と共に Family Achromo-
bacteriaceae Breed 1945に含まれている。然し
yellow-orangeの集落グラム陰性梓菌であっても，
agar，cellulose等の利用，或は植物病原菌等は 
genus Flavobacteriumからは除外されてし、る。
この為に genusFlavobacteriumに含まれぬ|前記 
の諸菌種にも一応 Flavobacteriumなる名称が附
されているが，分類学的位置が具る Fami1y XII 
Bacteriaceaeに含められてしる。著者の分離菌株 
は genusFlavobacteriumの定義に含まれる菌株
のみであった。特にこの分類が確立されぬ以前は 
yellow pigmentとし、う点で Pseudomonas属と
の分類が明らかでなく，例えば小田が宮水より分離 
した Flavobacteriumなる菌種の中には明らかに
Pseudimonas屑に含まれる菌種が存在していた。
この様な分類学的位置に多くの問題があり，叉その
菌種の同定されぬものも少なくなく，分離菌株の菌
種同定は極めて困難で、あったので， Bergey's ma・
nual 1939，1948年版での菌種と略一致する菌株は 
11株(18.6%)に過ぎ、なかった。 Typecultureを
ス手して比較検討を試みなければ，その系統的分類
は困難であるので，機会を得て更に研究を進めたい
と考える次第である。 59株の性状検査の結果，特殊
な菌種，例えば F.proteus，F. sewavense等を
除いては， agar，gelatinの培養所見を始め合成培
養基p 血清培地の色素の産生状況，鞭毛の有無，牛
乳，硝酸塩還元，ゼラチジの液化，馬令薯の発育有
無、及びその所見等は木菌屑の分類の基礎となるもの
と考えられる。糖の分解能は一般に弱いので特殊株
を除いてはそれ程重要視する必要がなし、。叉インド
{ノL試験は陰性の菌株が多く，特に 59株では僅か
にl株を認めたにすぎなし、ことからも同じ事がし、え
る。馬令薯の発育有無、は海水細菌か否かの問題とし
て特に重要視する必要があり， 59株中発育を認めぬ
菌株 15.1%であった。然し Flavobacterium聞で 
ureaseに関する研究が殆んど見当らぬので、あるが，
59株中 3株に ureaseを認め且つ同一菌型の菌株
であり，且つ 1株は ureaseが Proteus関と同程
度の強い作用を有してし、た。本菌株は特殊な菌種で 
あるとしづ考えの下に Flavobacterium urea 
Nov. spと名付けて詳細にその性状を記載した。
Fellerは一般の場合蛋白質分解力はさう大でな
く，従って魚介肉腐敗に大した関係を有せず，単に
水の汚染を意味する{立のものであると述べている
が，本菌属の食品腐敗に及ぼす影響の研究は著者の 
文献蒐集の範囲におし、ては他の菌胃のそれに比して 
殆んど見当らぬ状況である。著者の 59株の動物性 
食品の腐敗に関する官官旨検査或は pH，NH3-N量
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等の実験成績でも全般的に見て， Pseudomonas， 
Serratia，Proteus等に比して腐敗作用，換言すれ
ば蛋白質分解力はそう強いという事はし、えない。例
九ば 24時間値に於ける鮪の NH3-N量から見て， 
Serratiaの福原の実験では全株共に 50mg%を越 
えているのに反し， Flavobacteriumでは大体 30
mg%以下に止っている事からもその一端をうかど 
う事が出来る。官能検査成績では菌の発育が旺盛で
ある場合は特有な色素にその愛化が顕著に認められ
るが，実際の化学的安化はそれ程短期日の内には認
められぬ事が多い。本菌属は比較的腐敗作用が弱し、 
菌株が多し、といえる。又その菌株のうちゼラチン非 
液化菌株は腐敗力が弱L、ものが多し、。植物性食品中
米飯，大豆は動物性食品より腐敗に及ぼす作用が弱
し、。 
総、
本菌属の外界条件下に於ける抵抗性は特に魚介類 
の腐敗との関係から低温発育の問題が古くより検討
されてしる。一般に水中菌で、ある為に 370Cより 20
--270Cで発育するものが多く， Gibbon (1934)は 
-18~200C の凍結冷蔵より 88 種の細菌を分離した
うち本菌属を 16程見出してしる。著者の 59株中40 
Cで発育する菌株は 21株 (35.6%)であった。一般
に低温で発育するものが多い。勢、抵抗は一般に弱
055C 5 の範囲で死滅するが，Pasteurisationく， 
分で 76.3%の菌株は死滅する。食塩耐性は特に
halobacteriurnとして分離したのでないので，
halophilicの菌株は認められなかった。防腐剤に
対する抵抗性は一般に強く，フラン誘導体で 5万倍
濃度以内で発育し，各種抗生物質も抵抗性強<， 50 
r/cc濃度で 8--21株が発育する菌株が認められた。
括
著者は Flavobacterium属の魔敗細菌としての意義を明らかにする為に本研究を実施して
次の如き結果を得た。 
1. 主に魚介類を中心として普通平板法により分離を行い黄色乃至楼色色素を産生する集落
を釣菌し， Flavobacteriumの蒐集を試みたが，之等の集落の多くは Micrococcus属にし
て，本菌属が少い分布であったが 59株を分離して，以下各種の実験を試みた。 
2. 分離菌株 59菌株について形態，培養所見を始め種々の性状を精査した結果，至適発育
温度は 20--270Cの菌株が多く，運動性を有する菌株 10株，ゼラチン液化菌株 38株(内 72時
間以内に液化を認める菌株 14株)， 硝酸塩還元試験陽性株 20株， リトマス牛乳に変化を生ず
る菌株 34株，インド{ル産生株 1株，尿素分解菌 3株，葡萄糖より酸を産する菌株 17株とい
う状況であったO 
3. 本菌属の分類学的研究は現状では極めて困難にして， Bergey's manualの 1939年， 
1948年版の speciesと略一致する菌株は僅かに 11株を得たに過ぎず，他の菌株は同定する事
が困難な菌株であった。 
4. 分離菌株中尿素分解菌 3株を認めたが，そのうちの S30はプロテウス属と同様に強い 
ureaseを有し，文献的考察を試みた結果，か、る菌種の記載がないので本菌株を特殊性状を
有する菌株である事から，新菌種と考え， Flavobacterium urea Nov. Spと命名したO 
5. 7種の動物性食品， 2種の植物性食品に本菌を単独接種して， 270Cに保在して， pHの
推移，菌の増殖，基質の変化を肉眼的に観察した。蛋白性食品では一般に徐々に alkali性に
傾き，変化を呈した。姶，煉製品では，二，三の菌株は pH酸性側に傾き，再び上昇する菌株
があることを認めた。動物性食品で最も多くの菌株により閣敗作用を認められる食品は蛤，生
鯉，牛肉等であった。叉 59株中腐敗力が強いと称せられる菌株は 20"，25株の範囲にして，特
に食品上で著明な yellow，orangeの色調を産生する菌株で魔敗力が強い傾向がある事を認
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めた。即ち菌種により魔敗作用の強弱がある事が確認された。 
6. 少数の菌株について NH3-N量，ぷ{ノ〈戸クロマトグラムによるアミノ酸の検出を検
討した結果，一般に塩基性アンモニア窒素量は低く，煮鮪肉，新鮮ひらめ肉で 24時間で 30mg 
μ 以上に達する菌株は認められなかった。以上の事から一般に Flavobacteriumに属する菌
株は著者の実験範囲では腐敗力はそれ程強いとは 般的に称せられぬ。4

7. 本菌に対する熱の抵抗性は弱く， .2株を除き Pasteurisationで全菌株死滅する。発育
で殆んどが発育した。低温では270C_，200株を除き発育し，7で370C株，3で420C温度は 
40Cで発育を示した菌株 21株であった。 
骨8. 食塩濃度の抵抗性は 10μ 以上で発育する菌株はなく， 7μ で僅かに 7株であった。砂糖
では 50μ 濃度では 7株が発育した。 
9. I
坊億剤，抗生物質に対する抵抗性は一般に強く，フラン誘導体で 5万倍濃度で発育し， 
Sorbic acid，Dehydroacetic acidは 1000"，2000倍濃度で多くの菌株が発育し，抗生物質で
は	 Penicillinは勿論であるが，他の抗生物質でも 50rjccの濃度で発育する菌株が多かった。 
10. 発育 pH域は pH4.4で5株， pH 5.0で7株， pH 5.4で全株発育を示した。 
11.本菌株のマウム腹腔内注射による毒性試験では 0.5mgで箆死例は全菌株に於いて認め
られなかった。
終りに終始御懇切な御指導と御校閲を賜わった恩師相磁教授，柳沢教授に深く感謝し，叉種々

御助言頂いた教室員諸氏に謝意を表する。
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